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保有資機材の主なもの
• 避難所用具

• マンホールトイレ 5組

• 段ボールトイレ 10個

• 調理用具 1式

• カセットコンロ 2台

• 防災毛布 100枚

• 投光器 3個

• 懐中電灯類 10個

• 水タンク（5ℓ） 20枚

• 情報伝達用具
• メガホン（大・中） 6台

• ベルト付拡声器 10台

• 無線機（公民館保管） 13台

• 救助・救護用具
• 担架 1台

• リヤカー 1台

• 発電機（2.8KVA） 1台

• 発電機（0.9KVA） 1台

• チェーンソー 2台

• 救助ボート 1捜

• ジャッキ 20個

• 備蓄食料
• 乾パン 800食

• その他
• 立看板 5台



非常用貯水装置とは

【平常時】
タンク内は配水管から新鮮水が流入・循環・流出するため常に飲用可
【地震発生時】
流入・流出バルブを閉め貯まった水をウイングポンプでくみあげ飲用可

容量：45㎥
(3ℓ/日×3日×5,000人)
口径：1,500mm
長さ：約26m
材質：耐震型鋳鉄管



熊本地震2016の教訓（11のキーワード）

1. 倒壊した建物 多くが『旧耐震』

2. 相次いだ『車中泊・軒先避難』

3. 『エコノミークラス症候群』で亡くなった人も

4. 避難所生活 命を救う『スフィア基準』

5. その情報って本当？『災害デマ』に注意！

6. 『余震』という先入観・・・『本震』の発生

7. 『病院避難』で相次いだ災害関連死

8. 危険度『Ｓランク』活断層 全国に31

9. 『盛り土』『軟弱地盤』は被災リスクも

10.『ＢＣＰ』で事業継承

11.命を救う『コールトリアージ』



まとめ

•大規模地震は必ずやってきます

•災害が発生したら、「自分の命は自分で守る」

•自分（家族）の安全が確保できたら次は『互近助』

•自力で避難できない『要支援者』に配慮を

•『避難』とは『難』を避けること

•自宅で過ごせない人々のための『避難所』

•『避難所』は地域の自分たちで運営するもの

•今からでもできることを始めましょう
• 『自宅の耐震診断・補強』(S56以前)、『家具の固定』

• 『非常持出袋』、『食料・水のローリング・ストック』

• 『家族で防災会議』、『おうちで防災訓練』etc
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